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つ
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世
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〔
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〕
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〕

〔
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〕

3
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の
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の
ま

と
め

単
元

６

Ｒ
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学
習

内
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一
覧

表
３

年
生

８
月
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生
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み

「
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も
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」

書
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現
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社
会
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月
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月
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【国語】科 

【３】年生の評価に関する観点・基準・項目  

 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

①第２学年までに学習した常

用漢字に加え、その他の常

用漢字の大体を読むこと。

また、学年別漢字配当表に

示 さ れ て い る 漢 字 に つ い

て、文や文章の中で使い慣

れること。 

②理解したり表現したりする

ために必要な語句の量を増

し、話や文章の中で使うと

ともに、語感を磨き語彙を

豊かにし、敬語などの相手や

場に応じた言葉遣いを理解

し、適切に使うこと。 

③話や文章の種類とその特徴

に つ い て 理 解 を 深 め る こ

と。 

④具体と抽象など情報と情報

との関係について理解を深

めたり、情報の信頼性の確か

め方を理解し使うこと。 

⑤歴史的背景などに注意して

古典を読むことを通して、

その世界に親しみ、長く親

しまれている言葉や古典の

一節を引用するなどして使

うこと。 

⑥書写の学習で身の回りの多

様な表現を通して文字文化

の豊かさに触れ、効果的に

文字を書くこと 

 

 

 

 

 

 

①社会生活の中から話題を決

め、伝え合う内容を検討し、

自分の立場や考えを明確に

し、論理の展開などを考え

て、話の構成や表現を工夫

して話すこと。話の展開を

予測しながら聞き、聞き取

った内容や表現の仕方を評

価して、自分の考えを広げ

たり深めたりすること。進

行の仕方を工夫したり互い

の発言を生かしたりしなが

ら話し合い、合意形成に向

けて考えを広げたり深めた

りすること。 

②社会生活の中から題材を決

め、集めた材料の客観性や

信頼性を確認し、伝えたい

ことを明確にした上で、文

章の種類を選択し、論理の

展開などを考えて、文章の

構成や表現のしかたなどを

工夫して伝わるように書く

こと。また、読み手からの助

言などを踏まえ、自分の文

章のよい点や改善点を見い

だすこと。 

③ 文 章 の 種 類 を 踏 ま え て 読

み、論理や物語の展開の仕

方などを捉えること。批判

的に読みながら、文章に表

れているものの見方や考え

方について考えたり、文章

の構成や論理の展開、表現

の仕方について評価するこ

と。人間、社会、自然などに

ついて、自分の意見をもつ

こと。 

①国語に対する関心を深め、進

んで話し合ったり、工夫して

書いたり、読書したりして生

活を向上しようとしているこ

と。自主的な調べ学習やノー

トまとめを進めること。自分

の学びを振り返り、より良い

学びにつなげようとするこ

と。 

 

②毎回の学習について ,進んで

予習・復習を行い、学びを定

着させ、深い学びにまでつな

げようという意志をもって、

学びに取り組むこと 

 
評 
価 
項 
目 

・定期テスト 

・小テスト・復習テスト 

・授業課題 

・自主課題 

・定期テスト 

・小テスト・復習テスト 

・スピーチ、発表 

・授業課題 

・授業の振り返り 

・小テスト・復習テスト 

・授業課題 

・自主課題 



社会科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

歴史：日本の歴史の大きな流れ

を、世界の歴史を背景に、各

時代の特色を踏まえて理解す

るとともに、歴史に関する

様々な情報を効果的に調べ、

まとめている。 

公民：個人の尊厳と人権の尊重

の意義、特に自由・権利と責

任・義務との関係を広い視野

から正しく認識し、民主主義、

民主政治の意義、国民の生活

の向上と経済活動との関わ

り、現代の社会生活および、

国際関係などについて、個人

と社会とのかかわりを中心に

理解を深めているとともに、

諸資料から現代の社会的事象

に関する情報を効果的に調べ

まとめている 

歴史：歴史にかかわる事象の意

味や意義、伝統と文化の特色

などを時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現在とのつ

ながりなどに着目して、多面

的・多角的に考察したり、歴

史に見られる課題を把握して

公正に選択・判断したり、思

考・判断したことを説明した

り、それらを議論したりして

いる。 

公民：社会的事象の意味や意義、

特色や相互の関連を現代社会

生活と関連付けて多面的・多

角的に考察したり、現代社会

にみられる課題について公正

に判断したり、思考・判断し

たことを説明したりしてい

る。 

歴史：歴史にかかわる諸事象に

ついて、国家及び社会の担い

手として、より良い社会の実

現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追及、解決しよ

うとしている 

公民：現代の社会的事象につい

て、国家及び社会の担い手と

して、現代社会にみられる課

題の解決を視野に主体的に社

会にかかわろうとしている。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

・定期テスト 

・小テスト 

・ポートフォリオ 

・宿題 

 

・定期テスト 

・小テスト 

・ポートフォリオ 

・宿題 

・ポートフォリオ 

・完全学習 

 

 

 

 

 

 

 



数学科 
 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 

 

 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

①乗法の公式や因数分解の公式を

活用し、数や式の値の計算をす

ることができる。 

②有理数と無理数の意味を理解
している。 

③二次方程式を因数分解して解
くことができる。 

④解の公式を知り、それを用いて
二次方程式を解くことができ
る。 

⑤関数y＝ax2について理解して
いる。 

⑥関数y＝ax2のグラフに表すこ
とができ、その特徴を理解して
いる。 

⑦平面図形の相似の意味及び三
角形の相似条件について理解
している。 

⑧平行線と線分の比についての
性質を理解し、線分の長さ等を
求めることができる。 

⑨円周角の定理の逆の意味を理
解している。 

⑩具体的な場面で、円の性質を活
用して、問題を解決する方法に
ついて理解している。 

⑪三平方の定理及び三平方の定
理の逆の意味を理解し、それが
証明できることを知っている。 

⑫標本調査や全数調査の必要性と

意味、関係を理解し、標本調査の

結果から求められる割合をもと

にして、母集団の傾向を推定す

ることができる。 

①既に学習した計算の方法と 
関連付けて、式の展開や因数 
分解をする方法を考察し、表 
現することができる。 

②数の平方根を具体的な場面 
で活用することができる。 

③二次方程式を具体的な場面 
で活用することができる。 

④関数y＝ax2として捉えられ 
る二つの数量について、変化 
や対応の特徴を見いだすこ 
とができる。 

⑤関数y＝ax2を用いて具体的 
な事象を捉え考察し表現す 
ることができる。 

⑥三角形の相似条件などを基 
にして図形の基本的な性質 
を論理的に確かめることが 
できる。 

⑦平行線と線分の比について 
の性質を見いだし、それらを 

 確かめることができる。  
⑧円周角と中心角の関係を見 

いだすことができる。 
⑨円周角と中心角の関係を具 

体的な場面で活用すること 
ができる。 

⑩直角三角形の３辺の長さの 
間に成り立つ関係に着目し、三
平方の定理を見いだすこ 
とができる。 

⑪簡単な場合について標本調 
査を行い、母集団の傾向を推定
し判断することができる。 

 

①式の展開や因数分解をする 
方法のよさを実感して粘り 
強く考えようとしている。 

②多項式について学んだこと 
を生活や学習に生かそうと 
している。 

③数の平方根のよさを実感し 
て粘り強く考えようとして 
いる。 

④数の平方根について学んだ 
ことを生活や学習に生かそ 
うとしている。 

⑤二次方程式のよさを実感し 
て粘り強く考えようとして 
いる。 

⑥関数y＝ax2のよさを実感し 
て粘り強く考えようとして 
いる。 

⑦関数y＝ax2について学んだ 
ことを生活や学習に生かそ 
うとしている。 

⑧相似な図形の性質のよさを 
実感して粘り強く考えよう 
としている。 

⑨図形の相似について学んだ 
ことを生活や学習に生かそ 
うとしている。 

⑩円周角と中心角の関係のよ 
さを実感して粘り強く考え 
ようとしている。 

⑪円周角と中心角の関係につ 
いて学んだことを生活や学 
習に生かそうとしている。 

⑫三平方の定理のよさを実 
感して粘り強く考えようと 
ている。 

⑬標本調査のよさを実感して 
粘り強く考えようとしてい 
る。 

 
評
価 
項 
目 

定期テスト、小テストなど 

 

 

 

定期テスト、小テストなど 定期テスト、小テストなど 



理 科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

 

・日常生活や社会と関連付けな

がら、学習内容を理解すると

ともに、それらの観察、実験

などに関する技能を身に付け

ている。 

 

 

 

・見通しをもって観察、実験を

行い、その結果を分析して解

釈し、規則性や関係性を見い

だして表現している。また、

探究の過程を振り返ってい

る。 

 

・事物・現象に進んで関わり、

見通しをもったり、振り返っ

たりするなど、科学的に探究

しようとしている。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

 

・定期テスト 

・小テスト 

・実技テスト 

 

 

 

 

 

・定期テスト 

・レポート課題 

 

 

・単元テスト 

・確プロプレテスト 

・ふりかえり 

・自主勉ノート 

・テスト再チャレンジ問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



音楽科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内

容及び曲の拝啓との関わりに

ついて理解している。 

・音楽の特徴とその背景となる

文化や歴史との関わりについ

て理解している。 

・楽器の音色や響きと双方の関

わりについて理解している。 

・歌うために必要な発声、言葉

の発音、身体の使い方などの

技能及び全体の響きや各声部

の声などを聴きながら他者と

合わせて歌う技能を身に着け

て、歌唱している。 

 

 

 

 

 

・楽曲の旋律、強弱、形式、速

度、リズム、テクスチャアを

知覚し、ふさわしい歌唱表現

や器楽演奏表現ができる。 

・楽曲の音楽要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考えるととも

に、曲や演奏に対する評価と

その根拠、生活や社会におけ

る音楽の意味や役割について

考え、よさや美しさを味わっ

て聴いている。 

・歌詞が表す情景や心情及び曲

の表現や味わいに関心をも

ち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協同的に歌唱の学習

活動に取り組もうとしてい

る。 

・リコーダーの音色や奏法と全

体的な響きとのかかわりに関

心をもち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に器楽

の学習活動に取り組もうとし

ている。 

・楽曲の雰囲気の移り変わりに

関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に鑑

賞の学習活動に取り組もうと

している。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

・定期テスト 

・実技テスト 

 （正しい運指・正しい音程・ 

  声量など） 

・技能に関わるプリント類など 

 

 

 

 

 

 

 

・定期テスト（特に裏面のレポ

ート課題が重要） 

・実技テスト 

 （楽曲にふさわしい音色や表

現力で歌唱や演奏ができるか） 

・鑑賞に対する感想 

 （音楽の要素がどのように楽

曲を構成し、そこからどのよう

な思いや意図を感じ取れるか） 

・授業の様子 

（発言や実技活動の様子） 

・実技テストの態度 

・プリントの書込み工夫など 

 



美術科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

 

対象や事象を捉える造形的な

視点について理解するととも

に、意図に応じて自分の表現

方法を追求し、創造的に表す

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の造形や美術作品などの

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と工夫、機能性と洗練

された美しさとの調和、美術

の働きなどについて独創的・

総合的に考え、主題を生み出

し豊かに発想し構想を練った

り、美術や美術文化に対する

見方や感じ方を深めたりする

ことができる。 

 

 主体的に美術の活動に取り組

み創造活動の喜びを味わい、

美術を愛好する心情を深め、

心豊かな生活を創造していく

態度を養える。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

 

・定期テスト 

・作品 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

・定期テスト 

・作品 

・発想ノート 

・ワークシート 

 

・授業の様子 

・ふりかえり 

・発想ノート 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 



保健体育科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

 

各運動の特性や成り立ち、技

の名称や行い方、伝統的な考

え方、各領域に関連して高ま

る体力、健康・安全の留意点

についての具体的な方法及び

運動やスポーツの意義や効果

と学び方や安全な行い方につ

いての考え方を理解している

とともに各領域の運動の特性

に応じた基本的な技能を身に

付けている。 

 

 

 

 

 

 

運動を豊かに実践するための

自己の課題を発見し、合理的

な解決に向けて、課題に応じ

た運動の取り組み方や目的に

応じた運動の組み合わせ方を

工夫しているとともに、それ

らを他者に伝えている。 

 

運動の楽しさや喜びを味運動の楽

しさや喜びを味わうことができる

よう、公正、協力、責任、共生な

どに対する意欲をもち、健康・安

全に留意して、学習に積極的に取

り組もうとしている。 

 

 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

定期テスト 

技能テスト 

学習プリント 

 

 

授業の様子 

学習プリント 

作業記録 

振り返り 

授業の様子 

学習プリント 

振り返り 

 

 
 
 
 
 
 



技術科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 
 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

情報通信ネットワークの構

成と、情報を利用するための

基本的な仕組みを理解し、安

全・適切なプログラムの制

作、動作の確認及びデバッグ

等ができる技能を身に付け

ている。 

 

 

情報通信ネットワークの構

成と、情報を利用するための

基本的な仕組みを理解し、安

全・適切なプログラムの制

作、動作の確認及びデバッグ

等ができる技能を身に付け

ている。 

 

問題を見いだして課題を設

定し、使用するメディアを複

合する方法とその効果的な

利用方法等を構想して情報

処理の手順を具体化すると

ともに、制作の過程や結果の

評価、改善及び修正について

考えている。 

 

問題を見いだして課題を設

定し、使用するメディアを複

合する方法とその効果的な

利用方法等を構想して情報

処理の手順を具体化すると

ともに、制作の過程や結果の

評価、改善及び修正について

考えている。 

 

よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて、

課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善し

たりして、情報の技術を工夫

し創造しようとしている。 

 

 

 

よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて、

課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善し

たりして、情報の技術を工夫

し創造しようとしている。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

定期テスト 

技能テスト 

学習プリント 

 

 

 

学習プリント 

作業記録 

振り返り 

授業での様子 

学習プリント 

振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家庭科 
 

３年生の評価に関する観点・基準・項目  

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

・家庭生活は地域との相互の関

わりで成り立っていることが

分かり，高齢者など地域の

人々と協働する必要があるこ

とや介護など高齢者との関わ

り方について理解している。 

・購入方法や支払い方法の特徴

がわかり、計画的な金銭管理

の必要性について理解してい

る。 

・売買契約の仕組み、消費者被

害の背景とその対応について

理解していると共に、物資・

サービスの選択に必要な情報

の収集・整理が適切にできる。 

・消費者の基本的な権利と責

任、自分や家族の消費生活が

環境や社会に及ぼす影響につ

いて理解している。 

・消費者の基本的な権利と責

任、自分や家族の消費生活が

環境や社会に及ぼす影響につ

いて理解している。 

・食品や調理用具等の安全と衛

生に留意した管理について理

解しているとともに、基礎的

な日常食の調理が適切にでき

る。 

・材料に適した加熱調理の仕方

について理解しているととも

に、基礎的な日常食の調理が

適切にできる。 

・幼児の発達と生活の特徴が分

かり、子供が育つ環境として

の家族の役割について理解し

ている。 

・幼児にとっての遊びの意義や

幼児との関わり方について理

解している。 

・家庭生活は地域との相互の関

・家族関係をよりよくする方法

及び高齢者など地域の人々と

関わり，協働する方法につい

て問題を見いだして課題を設

定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したこ

とを論理的に表現するなどし

て課題を解決する力を身に付

けている。 

・物資・サービスの選択・購入､

自立した消費者としての消費

行動について問題を見いだし

て課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、

考察したことを論理的に表現

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

・自立した消費者としての消費

行動について問題を見いだし

て課題を設定し、解決作を構

想し、実践を評価・改善し、

考察したことを論理的に表現

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

・自分や家族の消費生活の中か

ら問題を見いだして課題を設

定し、解決策を構想し、計画

を立てて実践した結果を評

価・改善し、考察したことを

論理的に表現するなどして課

題を解決する力を身に付けて

いる。 

・日常の１食分の調理における

食品の選択や調理の仕方､調

・家族や地域の人々と協働し，

より良い生活の実現に向け

て，家族・家庭や地域との関

わりについて，課題の解決に

主体的に取り組んだり，振り

返って改善したりして，生活

を工夫し創造し，実践しよう

としている。 

・よりよい生活の実現に向け

て、金銭の管理と購入､消費者

の権利と責任について、課題

の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりし

て、生活を工夫し創造し、実

践しようとしている。 

・よりよい生活の実現に向け

て、消費者の権利と責任につ

いて、課題の解決に主体的に

取り組んだり、振り返って改

善したりして、生活を工夫し

創造し、実践しようとしてい

る。 

・家族や地域の人々と協働し、

よりよい生活の実現に向け

て、自分や家族の消費生活に

ついて、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返って

改善したりして、生活を工夫

し創造し、家庭や地域などで

実践しようとしている。 

・よりよい生活の実現に向け

て、日常食の調理と地域の食

文化について、課題の解決に

主体的に取り組んだり、振り



わりで成り立っていることが

分かり、地域の人々と協働す

る必要があることや地域の

人々との関わり方について理

解している。 

 

 

 

 

理計画について問題を見いだ

して課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、

考察したことを論理的に表現

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

・幼児との関わり方について問

題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したこと

を論理的に表現するなどして

課題を解決する力を身に付け

ている。 

・家族、幼児の生活又は地域の

生活の中から問題を見いだし

て課題を設定し、解決策を構

想し、計画を立てて実践した

結果を評価・改善し、考察し

たことを論理的に表現するな

どして課題を解決する力を身

に付けている。 

・家族関係をよりよくする方法

及び地域の人々と関わり、協

働する方法について問題を見

いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改

善し、考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。 

返って改善したりして、生活

を工夫し創造し、実践しよう

としている。 

・家族や地域の人々と協働し、

よりよい生活の実現に向け

て、幼児の生活と家族につい

て、又は地域の生活について、

課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善した

りして、生活を工夫し創造し、

実践しようとしている。 

・家族や地域の一員として、よ

り良い生活の実現に向けて、

課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善した

りして、生活を工夫し創造し、

実践しようとしている。 

 

 

 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

・定期テスト 

・提出物（課題） 

・学習プリント 

・授業・実習の様子 

・ポートフォリオ 

 

・定期テスト 

・提出物（課題） 

・学習プリント 

・授業・実習の様子 

・ポートフォリオ 

 

・定期テスト 

・提出物（課題） 

・学習プリント 

・授業・実習の様子 

・ポートフォリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



英語科 
 

 

３年生の評価に関する観点・基準・項目 

 

 

 
 
観 
点 

知 

   知識・技能 

思 

   思考・判断・表現 

態 

   主体的に学習に 

   取り組む態度 

 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

・現在完了形や後置修飾、仮定

法などを用いた文の形と意味

を理解している。 

 

・現在完了形や後置修飾、仮定

法などを用いた文の理解をも

とに、社会的な話題について

要点を捉える技能を身につけ

ている。また、社会的な話題

に関して聞いたり読んだりし

たことについて、考えたこと

や感じたこと、その理由など

を簡単な語句や文を用いて話

したり書いたりする技能を身

につけている。 

・海外の文化や社会的な話題に

ついて、会話や説明を聞いて

話の要点を捉えている。また、

その内容についての賛否や自

分の考えを述べるために、話

の要点を捉えている。 

・相手からの質問に対して、適

切に応答したり自ら質問し返

したりするために、読み取っ

たことや感じたこと、考えた

ことを伝え合っている。 

・理解した内容を口頭で要約し

たり、自分の考えや気持ちを

伝えるために、自分で作成し

たメモなどを活用して話して

いる。 

・簡単な語句や文を用いてまと

まりのある文章を書いてい

る。 

・英語学習における、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くこ

とを主体的に行っている。ま

た、知識・技能習得のための

学習を振り返りながら主体的

に行っている。 

 
評 
 
価 
 
項 
 
目 

 

・定期テスト 

・休み明けテスト 

・小テスト（文法・単語） 

 

・定期テスト 

・パフォーマンステスト 

 

・小テスト（文法・単語） 

・パフォーマンステスト 

・主体的に取り組む姿勢 

 （ノート・ふりかえりなど） 

 

 

 


